平成1６年度　第１回　アナログ３種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　図は、ダイヤルスイッチと押しボタンダイヤル信号発生用のIC等から構成される、押しボタンダイヤル式電話機の回路構成を示したものである。図中の押しボタンダイヤル回路について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　ダイヤル操作により、2がダイヤルされると、L1とH2端子間が導通する。

B　ダイヤル操作に対応した押しボタンダイヤル信号がMF端子から送出される。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない
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　(2)　側音について述べた次の記述のうち、誤っているものは、（　イ　）である。　　　　　 (5点)
	　①　側音は、送話者の音声や室内騒音などが送話器から入り通話回路、受話回路を経て自分の耳に聞こえる音である。

②　側音を適当量に抑えるための回路は、側音防止回路といわれる。

　③　側音が大きいと、受話のとき相手の声が聞き取りにくい。

　④　側音が大きいと、受話者は自分の声が小さいと判断して大声で話すようになる。


(3)　電子化電話機におけるトーンリンガは、呼出信号を検出してサウンダ等を鳴動させ、いわゆる（　ウ　）により着信を可聴音で知らせるものである。　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　DP信号　　②　電子音　　③　磁石電鈴　　④　切替装置　　⑤　バリスタ


(4)　圧電形送話器及び受話器の（　エ　）は、使用する圧電素子の種類、収納するケースの構造などにより異なるが、およそ300～3,400ヘルツの範囲で平坦になるようにしている。　　　　　(5点)
	　①　絶縁抵抗　　　②　インピーダンス整合　　③　電　波

　④　周波数特性　　⑤　方形波


(5)　コードレス留守番電話機には、（　オ　）により無通話時の雑音を抑制しているものがある。

(5点)
	　①　コンパンダ　　②　プリスケーラ　　③　ミキサ　　④　スクランブル


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　図に示すメモリダイヤル電話機の回路構成において、図中のDは、着信側の相手が応答したことを発信側で検出するための機能を持ち、（　ア　）といわれる。 (5点)
	　①　通話回路　　②　停電検出回路　　③　極性検出回路　　④　キャリアセンス回路

　⑤　トーンリンガ回路
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(2)　PB信号の発振回路は、LSIを使用し、デジタル処理によって2周波ダイヤル信号合成する（　イ　）方式を採用している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　アナライザ　　②　マルチ　　③　シンセサイザ


(3)　留守番電話機には、外出先で押しボタンダイヤル式電話機からPB信号を用いて（　ウ　）等を送出し、留守中に録音された内容を聞くことなどができる遠隔操作機能を備えたものがある。(5点)
	　①　暗証番号　　②　呼出信号　　③　応答信号　　④　監視信号


(4)　アナログコードレス電話機は、電話機のコード（送受器ひも）等の部分を無線回線に置き換えたもので、（　エ　）により電気通信回線に有線で接続される。　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　検出装置　　②　切替装置　　③　接続装置　　④　無線部　　⑤　シンセサイザ部


(5)　電子化電話機では、ハイブリッドトランジスタを必要としない側音防止回路として、一般に、（　オ　）形側音防止回路がつかわれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　昇　圧　　　　　　　　②　不平衡　　　　　③　低　圧

　④　ダイオードブリッジ　　⑤　抵抗ブリッジ


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計25点)
(1)　図に示す非同期式変復調装置において、変調器は、データ端末装置からの信号のマーク又はスペースに応じて、（　ア　）を変化させた信号に変換する。　(5点)
	　①　位　相　　②　振　幅　　③　周波数
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(2)　ITU－T勧告V.32で規定されている変復調装置では、2線式の電気通信回線を用いて、（　イ　）方式による全二重通信が可能である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　エコーキャンセラ　　②　ピンポン伝送　　③　周波数分割


(3)　一般に、電話交換網用の網制御装置は、（　ウ　）と変復調装置の間に設置されている。　(5点)
	　①　データ端末装置　　②　電気通信回線　　③　ファクシミリ装置


(4)　シリアル自動起呼手順を規定しているITU－T勧告V.25bisにおいて、変復調装置からデータ端末装置の方向に送られる指示あるいは応答は、（　エ　）といわれる。　　　　　　　　　　(5点)
	　①　コマンド　　②　パラメータ　　③　インディケーション


(5)　ファクシミリ装置において、送信走査によって分解した画素の濃淡情報を電気信号に変換することは、（　オ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　位相同期　　②　光電変換　　③　受信走査　　④　記録変換　　⑤　回転同期


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　電気通信回線設備の端子かんから屋内までの引込線には、通常、（　ア　）が使用され、引留具により、電柱及び家屋側にそれぞれ固定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　硬銅より線　　②　対形屋内線　　③　屋外線　　④　呼　線


(2)　屋内配線において、フロアアウトレットから屋内線を床面配線するときには、フロアアウトレットに （　イ　）を取り付けて、図に示すようにワイヤプロテクタを取り付ける。　　　　　(5点)
	　①　ジャンクションボックス　　②　フロアボックス

　③　フリーレット
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(3)　屋内線が家屋の壁等を貫通する箇所で絶縁を確保するためや、電灯線及びその他の支障物から屋内線を保護するためには、一般に、（　ウ　）が用いられる。　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　立上り電線カバー　　　　②　硬質ビニル管

　③　PVC電線防護カバー　　 ④　ワイヤプロテクタ


(4)　屋内配線と電話機などとの接続に用いられる2心ジャック式ローゼットには、断線などの故障障害発生時の原因が電気通信回線側にあるか端末側にあるかを切り分けるための試験が行えるように、（　エ　）を実装したものがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　コイル　　②　ダイオード　　③　コイル及びコンデンサ

　④　抵抗及びコンデンサ


(5)　ADSLを用いて加入者線に音声信号とデータ通信信号とを伝送するとき、（　オ　）は、それぞれの信号を分離、合成するために用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　モジュラージャック　　②　スプリッタ　　③　保安器　　④　LANケーブル


解答

第1問（ア）③　（イ）④　（ウ）②　（エ）④　（オ）①

第2問（ア）③　（イ）③　（ウ）①　（エ）③　（オ）⑤

第3問（ア）③　（イ）①　（ウ）②　（エ）③　（オ）②

第4問（ア）③　（イ）③　（ウ）②　（エ）④　（オ）②
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